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※費用は目安

り
た
の
は 、
将
来
の
「
有

資
格
者
候
補」
を
確
保
し

た
い
た
め
だ。
と

は
い
え 、

介
護
専
門
職
も
不
足
す
る

中 、
市
民
へ
ル
パ
1

を
ど

う
確
保
し
て
い
く
か 、
悩

み
は
深
い。

一
方 、
人
口
約
4
万
人

の
広
島
県
府
中
市

は
住
民

主
体
の
サ
ー

ビ
ス

は
な

く 、
訪
問
介
護
事
業
者
が

こ
れ
ま

で
通
り

の
報
酬
で

担
う。
地
域
で
活
動
で
き

る
団
体
が
な
い
た
め

で、

市
の
担
当
者

は
「
地
域
に

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
活
動

は
あ
る

が、
そ
乙

が
急
に

住
民
の
生
活
支
援
ま

で
担

う
乙
と

は
難
し
い」
と
話

す。

の重だ者円業 、回料で認助
3度 。のが所認2は養定の

w

サ
ー
ビ
ス

＆
コ一
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ

宕
名一
て
い
る」
と
話
す。

究
員一

国
は
介
護
報
酬
改
定
を

枠
組←
通
じ
て 、
有
資
格
者

は
よ

活
動一
り
専
門
性
の
高
い
身
体
介

い。
一
護
を
中
心
に
担
い 、
軽

度

り
の一
者
の
生
活
支
援

は
住
民
の

活
動一
助
け
合
い
を
中
心
に
据
え

伍
民一
て 、
費
用
の
抑
制
を
図
り

等
わ一
た
い
考
え
だ。
総
合
事
業

伎
に一

の
財
源

は
介
護
保
険
で
賄

制
度一
わ
れ
る

が、
同
事
業
に
使

担
う一
え
る
予
算

は
自
治
体
ご
と

俸
に一
に
上
限

が
決
ま
っ

て
お

住
住一
り 、
自
治
体
の
創
意
工
夫

告
か一

が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ち

考唱
え←
れ
そ
う
だ。

国
が
公
表
す
る
待
機
児

童
数
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
保
育
施
設
整
備
な
ど

の

実
態
を
デ
ー

タ
で
ま
と
め

た
「
1
0
0

都
市
保
育
力

充
実

度
チ
ェ
ッ

ク」
の
2

0
1
7
年

度
版
を 、
「
保

育
噛
沼
崎

え
る
親

の
会」

（
普
光
院
盟
紀
代
表）
が

ま
と
め
た 。

東
京
都
と
千
葉 、
埼
玉 、

神
奈
川
3
県
の
主
な
都
市

と
政
令
市
計
1
0
0
自
治

体
が
対
象。
国
の
待
機
児

童
数

は、
認
可
保
育
所
な

ど
に
落
ち
た
の
に
除
か
れ

て
い
る「
憶
れ
待
機
児
童」

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い

る 。
同
会
で
は
単
純
に「
新

た
に

認
可
施
設
に
申
し
込

ん
で
入
れ
た
人
数」
を「
入

国
決
定
率」
と
し
て
独
自

集
計
す
る
な
ど
し
て
い

る。

マ
入
園
選
考
の
優
先

順位

マ
保
育
料
マ
障
害
児
保
育

や
病
児・
病
後
児
保
育
の

実
施
状
祝

ーー
な
ど。
1

部
8
0
0
円
（
送
料
別）

で
提
供
し
て
い
る。
申
し

込
み

は
同
会
ホ
l

ム
ペ
ー

ジ
（
z
g一＼
詮OH
WCO

SEow
巴・
0
O
B＼）
か

開
会
（
閃・
6
4
1
6・

0
7
2
1）

へ。

【
堀
井
恵
里
子｝

家
族・
仕
事
の
全
国
調
査
今
月
か
ら
東
大
実
施

どんな政策で出生率U P? 
ど

の
よ
う
な
政
策
が、
女
性
の

労
働
と
結
婚・
出
産
の
両
方
を
促

進
す
る

の
に
効
果
が
あ
る

の
か。

こ
う
し
た
課
題
に
答
え
る
た
め
の

「
家
族・
出
生・
仕
事
に
関
す
る

全
国
調
査」
が
今
月
か
ら
始
ま
る。

調
査
結
果
か
ら 、
政
策
が
出
生
率

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
具
体
的

な
数
値
で
示
す
と
と

が
期
待
さ
れ

る。調
査

は
東
京
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
の
研
究
チ
l

ム
（
代
表

．
市
村
英
彦
教
授）
が
全
国

の
m
s

鈎
歳
の
男
女
8
0
0
0
人
を
対
象

に
郵
送・
訪
問
方
式
で
実
施
す
る。

対
象
者
に
理
想
の
子
供
数
や
現

在
の
所
得 、
健
康
状
態 、
家
族
状

視
な
ど
を
聞
い
た
上
で、
児
童
手

当
を
中
学
卒
業
ま

で
年
印
万
円
支

給
マ
第
2

子
以
降
に
対
し
て
児
童

手
当
を
1

人
あ
た
り
年
1
0
0
万

円
マ
育
児
休
業
を
3
歳
ま

で
認
め

る

ーーな
ど
新
た
な
少
子
化
対
策

が
実
施
さ
れ
る
と
仮
定
し
て 、
結

υ1ムリノ

J! 

あ
る。
当
事
者
閣

で
情
報
交

kpr
－

換
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
患

婚
や
出
産
に
関
す
る
気
持
ち

が
ど

う
変
わ
る
か
を
尋
ね
る。

今
回

の
調
査
に
先
立
ち 、
同
チ

ー
ム

が
首
都
圏
在
住
の
男
女
1
1

5
7
人
に
実
施
し
た
調
査
で
は、

児
童
手
当
や
育
休
に
関
す
る
制

度

の
変
更
に
よ
っ

て 、
出
産
を
促
す

可
能
性
が
あ
っ

た
と
い
う。

2
0
1
6
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
1

人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

子
供
数
に
相
当）

は
1・

MH。
安
倍

晋
三
政
権
が
掲
げ
る
「
希
望
出
生

率
1・
8」

の
実
現
と

の
隔
た
り

は
大
き
い。
一
方 、
さ
ま
ざ
ま
なー

子
育
て
支
援
策
や
少
子
化
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
る

が、
そ
の
金
額

や
期
間
の
有
効
性

は
検
証
さ
れ
な

か
っ

た。
ま
た
家
族
の
形
態

が
多

様
化
す
る
中

で、
ど
う
い
う
人
に

ど
う
い
う
政
策
が
有
効
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
必
要
も
あ
る。
市

村
教
授

は
「
少
子
化
対
策
の
制

度

設
計
を
す
る

の
に
役
立
て
た
い」

と
話
し
て
い
る。【
山
崎
友
記
子】

い。
毎
月 、
学
校
を
数
日
休

む
よ
う
に
な
っ

た。
高
校
2

年
の
春
に

は
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス

ト
の
長
距
離
走
で
突
然
倒

れ 、
3
カ
月
間
ほ
ぼ
寝
た
き

り
に。
神
経
内
科
を

受診
し 、

起
立
性
調
節
障
害
と

の
診
断

に
行
き
着
い
た。

血
圧
を
上
げ
る
薬
を
飲
ん

で
少
し
ず
つ
体
調

は
よ
く
な

っ
た

が、
高
校
に

は
通
え
ず

中
退
し
た。
同
世
代
の
患
者

同
士
で
悩
み
を

相談
し
合
い

た
い
と
母
晶
子
さ
ん
の
協
力

で
年
4
回
ほ
ど
宍
流
会
を
開

ご意見、ご感想をお寄せください。
iryo@mainichi.co.j p ファクス03 ・ 3212 ・ 3978
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「
朝
か
ら
や
る
気
が
で
な
い」
「
伺

お
す
す
め
し
た
い
の
が 、
山
田
養

女
王
蜂
の
唯一
無
二
の
食
物「
ロ
E

長
生
き
す
る
女
王
蜂
の
生
命
力

他
の
素
材
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま－

で
き
な
い
も
の
か
？

何
度
も
試
佐

「
1

0

0
%
ロ
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ヤ
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ゼ
リ
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お
届
け
す
る
ロ
ー

ヤ
ル
ゼ
リ
ー

の
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商品開発室

銭術開発グループ

中原

ーすめします！

やる気が出ない。

た毎日を送りたい。
践を毎日摂りたい。 ιJ

。0%ローヤルゼリー粒


